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52kDa

ALDH1A2
ALDH1A2; RALDHZ2; Retinal dehydrogenase 2; RALDH 2; RalDH2; Aldehyde dehydrogenase
family 1 member A2; Retinaldehyde-specific dehydrogenase type 2; RALDH(II)
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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質は、アルデヒド脱水素酵素ファミリーに属する。この遺伝子産物は、レチナールからレチノイン酸（RA）の合成を触媒する酵素である。ビタミンA（レチノール）の活性誘導体であるレチノイン酸は、発達期および成体組織で機能するホルモンシグナル伝達分子である。類似のマウス遺伝子の研究は、この酵素とシトクロムCYP26A1が同時に、後部臓器の発達を促進し、二分脊椎を予防する局所的な胎児レチノイン酸レベルを確立することを示唆している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする4つの転写産物バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2011年5月]、触媒活性：レチナール + NAD(+) + H(2)O = レチノ酸 + NADH。、機能：遊離レチナールおよび細胞内レチノール結合タンパク質結合レチナールを基質として認識する。オクタナールとデカナールを代謝しますが、シトラール、ベンズアルデヒド、アセトアルデヒド、プロパナールは効率的に代謝しません。,経路:補因子代謝; レチノール代謝。,類似性:アルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。,サブユニット:ホモテトラマー。,
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	レチノール代謝;
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	ALDH1A2抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ALDH1A2 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

